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１．はじめに 富士山は独立峰であり，その山頂は自由対流

圏に位置することから，大陸からの越境汚染を調査するのに

適した場所であり，オゾン，CO といった微量気体から，粒子

状物質まで観測が行われている．大気汚染物質として重要

な窒素酸化物に関して，2014年にNOx
＊，2015年と 2016年

に総反応性窒素酸化物（NOy），2017 年には越境汚染の指

標として重要な NOx 酸化物質（NOz）の計測が行われた．

NOxや NOz濃度を求めるのに必要な NO2濃度は一般に化

学発光分析法により計測されるが，化学発光分析法では化

学干渉があることから正確な NO2 濃度の計測は難しい．

2017 年の観測では，化学干渉がなく，NO2固有の吸収波長

を用いることで濃度を正確に計測可能なレーザー分光法を

用いて NO2濃度を計測したものの，装置が大掛かりであり，

継続的な計測は難しかった．そこで2018年の観測ではNO2

を，選択的に LED 光を用いて NO に分解し，生成した NO

を化学発光分析法にて計測する時間分解能は劣るもののコ

ンパクトな分析手法を検討し，富士山頂での大気計測に応

用した．  

 

２．方法 富士山特別地域気象観測所にて，2018 年 7 月

15日～8月 21日にNO，NOy濃度を，2018年 8月 15

日～21 日に NO2濃度の計測を行った． NOy濃度の計測

は，市販の Mo コンバータ化学発光分析装置（Thermo 

Fisher Scientific, model 42i-TL）を改良して用いた．装置

の校正は，NO標準ガスとゼロガス発生装置を用いて，観測

期間の前後に富士山頂にて行った．NOとNO2濃度の計測

は開発した光分解コンバータに大気試料を通し，LED 光

（Focuspe社，390nm）を5分毎にON/OFFすることで計測

した．NO2の光分解効率を，NO2標準ガスを富士山頂およ

び実験室にて測定することで求め，NO2計測値の補正に用

いた．大気サンプル装置は 2号庁舎西側斜面に設置した． 

 

３．結果と考察 実験室で標準試料により求めた NO2光分

解コンバータのNOへの変換効率の測定結果を図1に示す．

変換効率は使用開始時には 0.55 であったが，時間とともに

変換効率は減少し，100 時間後には 0.22 となった．開発し

た光分解コンバータを用いた NO2測定可能時間は 100 時

間程度であることが分かった．富士山頂で観測した NO，

NOy，NO2およびNOz濃度の観測結果を図2に示す．図2

には観測期間中の夜間（21:00-3:00）のデータを示した．2

号庁舎西側にて大気サンプリングを行ったところ，昼間に

NO，NOyのピークを与える明瞭な日変化が観測され，人為

的な影響を受けている可能性が考えられたことから夜間の

データを用いることとした．富士山頂にて観測された夜間の

NO，NOy濃度はそれぞれ最大0.19 ppb，2.98 ppbであっ

た．NO2濃度は検出下限以下（0.14 ppb）であった． 

 

４．まとめ 化学発光分析装置と光分解コンバータを組み合

わせた NOz計測手法を開発し，2018 年夏季富士山頂にお

けるNO，NOy，NO2，NOzの濃度変動を明らかにした．

 

図2. 2018年夏季富士山頂で観測した窒素酸化物濃度

（NO，NOy，NO2，NOz濃度） 
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図1. 光分解コンバータ変換効率の時間変化 
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